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腎臓、心臓、脾臓及び肺臓中での67Gaの結合物

支東逸子、安東　醇、平木辰之助（金沢大、医短）

久田欣一（金沢大、核）

26　　　サイクロトロンRI製剤の新しいクロマトグ

ラフ系の開発

　　林　美規，守谷博明，江田靖子，豊田亘博（日本

　　メジフィジックス　技術部）

　　　　　　　　　　67　　　　　　　　　　　d1の結合物質はヘパラン硫酸な我々は癌及び肝臓中での

との酸性ムコ多糖であると報告してきた。今回、腎臓、心臓、
　　　　　　　　67　　　　　　　　　Gaの結合物質について報告する。脾臓及ひ肺臓中での
　67Ga　citrate投与／日後のラットから上記臓器を摘出し、

各々ホモジナイズ後、核分画を除いたものをプロナーゼPで

as寿間加水分解後、遠心した。この上清をセブアデックス
　　　　　　　　　　　67G－IOOのカラムで溶出し、　　　　　　　　　　　　G2i，酸性ムコ多糖、タンパク等
　　　　　　　　　35　　　　　　　　　　SO4を投与したラットの上記臓器もを定量した。一方、Nら

同様に処理した。

　その桔果、4つの臓器ともに67（匂は分子量4万以上と9400～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35d万の間及び低分子物質の位置に溶出された。Nら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瞬を投与
したものも同様の位置に35Sの溶出を認めた。これらの結果

　　　　　　　67　　　　　　　　Gaは分子量4万以上及び9400～4万の酸より4つの臓器とも

1生ムコ多糖に結合していることがわかった。又4万以上及び
　　　　　　　　　　　35　　　　　　　　　　　　SをD㎝eXlx2のカラムに吸着9400～4万の間に溶出された

させ、食塩濃度を段階的に増して溶罐させたところ、これら

の酸性ムコ多楯は1．25M、1．5M、2．oMの食塩水の仁置に溶

　67Ga，201Te，　1111nを中心とするサイクロトロンRIは，予

め標識された形で市販されているが，99mTc製剤と同様

に放射化学的純度については，ラジオクロマトグラフ

によりアッセイされている。

　今回，我々は，67Ga，　201T2，　1111nについて，種々の溶

液中の化学形を考慮した新しいクロマトグラフ系につ

いて検討したので報告する。

　Ga，ln，　T2はともに第皿1族金属元素として化学的な挙

動は類似している事が知られている。また多くの場合，

その注射液のpHはほぼ中性に調製されている。これら

の点を考えあわせると，サイクロトロンRI製剤中の未

標識体は水酸化物と推測される。我々はRI製剤と水酸

化物の分離をセルロース薄層板を用いた薄層クロマト

グラフにっいて検討したが，展開溶媒については，RI

製剤が水溶性キレートである事より，水系溶媒を用い

て検討し，分離能についてもほぼ満足のゆく結果が得

られた。

出され、これらはヘパラン硫酸、コンドロイチン硫酸（又は

ケフタン硫酸）及びヘパリン（又はケラタン硫酸）であった

27　　　ゲル炉過ヵラムにょる放射性コロイド

の粒子径o）測定について

　　長谷川義尚，中野俊一，井深啓次郎，

　　橋詰輝已，野口敦司（大阪成人病センター，

　　RI科）

　リンパ節シンチグラフィーに用いられる各種コ

ロイド剤についての臨床的な評価では99MTc一レニ

ウムコロイドが優れている事及びこれらコロイド

剤の粒子径の測定法として電顕，フィルター法等

がありこれらによる測定結果を報告して来たが，

今回はセファローズ2B，4B及び6Bの三種類のゲ
ル炉過カラムを用いレニウムコロイドをはじめ各

種の放射性コロイド剤の粒子径の測定を試みた。

レニウムコロイドは4B及び6Bでは粒子の多くの

部分が，可分画範囲の上限を越えている。しかし

2Bでは可分画範囲にある事を明らかにした。一方，

サルファ・アンチモニー及びフィチン酸の各コロイ

ドは2Bよりも4B或は6Bで分画する事が望ましい

と考えられる。分子量或は粒子径のマーカーとし

て各種蛋白質或はポリオ生ワク等を用いた。レニ

ウムコロイドの様な不定形を有するコロイドの粒

子径の測定に対してはゲル炉過カラム法が適して

いると考えられる。

28　　　　201Tlおよび99mDによる甲状腺中の安定

　ヨウ素の定量一方法論とフアソトーム実験一

　　　天野良平，安東醇，平木辰之助　（金沢大，医短），

　　　利波紀久，久田欣一　（金沢大，核医）

演者の＿人（R．A．）は、放射性核オ重の57（io　，67Ga，

75S，，99m此，H｜1。，1251，201Tlの7核種を用い、安定

元素を含む試料内部に混入させ、これにより励起された安定

元素から放出される特性X線を測定し、安定元素を定量とい

う、　Radioactive　工mplant　工nduced　X－ray

Emission　Analysis　（以下　RIXEと略す。）を、
すでに提案し、その基礎的検討を行・・溌表した．｜）

検討したRIXE法では特に安定・ウ素・・ついて、2°1Tl

が高い感度を示す．とがわカ・。た．一方99m・Tkや2°IT・）ま

甲状腺に鰍させる・とができるので、99m吐や2°ITIを

用いることにより、　in涯びo　で甲状腺中の安定ヨウ素

を定量することが可能であると考えた。

　ここでは、方法論とフアントーム実験について述べる。

（イ）、放射能強度と発生特性X線強度の関係、　（ロ）、特

性X線の吸収補正、　（ハ）、他の臓器の放射能の影響、

（二）、定量限界について、以上4点について検討した。

1）、天野良平，第26回放射化学討論会（新がた，1982，

　　10月）
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